
第
ナ
ル
ニ
付
我
図
家
二
於
テ
モ
同
人
ガ
遥
羅
二
於
ケ
ル
功
傍
ヲ
認
メ
ラ
レ

此

際
相
当
叙
勲
ノ
御
詮
議
相
成
候
様
有
之
度
絃
二
事
情
ヲ
陳
ジ
及
内
申
候
也

添
付
書
類

一

三

木
栄
履
歴
書

壱
通

一

懃
章
受
領
証
明
書
壱
通

年

東

京

美

術

学

校

長

文
部
大
臣
宛

栄
川
は
昭
和
五
年
、
逼
羅
滞
在
二
十
年
を
機
と
し
て
九
ヶ
月
の
休
暇
を
貰
っ

て
帰
国
し
、
各
地
で
講
演
や
将
来
品
の
展
覧
会
を
行
い
、
『
遥
羅
の
芸
術
』
（
同

年
十
月
、
黒
百
合
社
。
正
木
直
彦
も
序
文
を
寄
せ
て
い
る
）
を
出
版
し
た
。

同
年
十

月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
に
は
本
校
会
議
室
で
逼
羅
古
美
術
展
覧
会
を
開
催

し
、
二
十
五
日
に
は
大
講
堂
で
「
逼
羅
の
芸
術
」
と
題
す
る
講
演
を
行
な
っ
て

い
る
。
彼
が
寄
贈
し
た
「
シ
ャ
ム
仏
教
美
術
及
工
芸
美
術
写
真
」
は
東
京
芸
術

大
学
附
属
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

三
木
奨
学
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十

六
巻
第
三
号
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

漆
工
科
の
催
（
三
木
榮
氏
寄
附
金
の
使
途
）
〔
中
略
〕
寄
附
金
の
使
途
に

就
て
は
協
議
研
究
の
結
果
該
金
の
利
子
を
以
て
漆
工
技
術
奨
動
に
あ
て
元
金

は
長
く
之
を
保
存
し
て
同
氏
の
美
畢
を
永
久
に
値
ふ
る
こ
と
4

せ

り

而

し

て
今
年
度
は
最
初
の
試
み
と
し
て
漆
工
科
在
校
生
全
部
に
窃
生
帳
を
典
へ
學

〔努〕

校
家
庭
の
餘
暇
に
於
て
務
め
て
草
花
の
窓
生
を
行
は
し
め
其
れ
を
第
一
學
期

末
赦
室
に
集
め
て
展
観
し
渡
邊
赦
授
、
和
田
助
数
授
も
特
に
臨
席
、
漆
工
科

月

H
 

（二）

数
官
と
共
に
審
査
し
そ
の
内
左
記
四
名
を
撰
ん
で
賞
金
を
授
興
し
た
の
で
あ

る
、
審
査
の
方
針
は
二
種
に
分
ち
(
-
)
の
部
は
窟
生
そ
の
も
の
優
秀
な
る

も
の
、

（
二
）
は
熱
心
な
る
も
の
と
し
た
り
。

一
席
安
倍
郁
二
（
本
科
三
年
）

（
挿
綸
参
照
〔
省
略
〕
）

（
挿
箱
参
照
〔省
略
〕）

二

席

長

谷

川
省
吾
（
選
科
二
年
）

尚
此
れ
は
今
後
毎
回
之
を
績
け
そ
の
他
目
下
考
案
中
の
も
の
と
し
て
は
宜
習

競
技
優
秀
者
に
封
す
る
材
料
費
補
助
古
美
術
見
學
旅
行
費
の
補
助
、
特
別
研

[遺
〕

究
の
生
徒
派
遺
費
、
参
考
品
の
購
入
等
、
何
れ
其
れ
等
の
質
行
に
際
し
て
は

改
め
て
報
道
す
べ
し
。

⑥

黒
田
清
輝
の
死
去

月
報
抜
粋
に
も
あ
る
と
お
り
、
西
洋
画
科
主
任
教
授
に
し
て
帝
国
美
術
院

長
、
貴
族
院
研
究
会
所
属
議
員
、
子
爵
の
黒
田
清
輝
は
、
慢
性
腎
臓
炎
お
よ
び

糖
尿
病
に
よ
り
大
正
十
三
年
七
月
十
五
日
に
麻
布
区
拌
町
百
七
十
七
番
地
の
邸

内
に
お
い
て
死
去
し
た
。
十
九
日
に
青
山
斎
場
で
神
式
に
よ
る
告
別
式
が
行
わ

れ
、
遺
骨
は
黒
田
家
の
菩
提
所
で
あ
る
麻
生
絆
町
長
谷
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
黒

田
の
死
去
に
よ
り
西
洋
画
科
主
任
は
岡
田
三
郎
助
と
な
っ
た
。

黒
田
は
本
書
第
一
巻

(3191332
頁
）
に
記
し
た
と
お
り
本
校
西
洋
画
科
の
発

足
に
あ
た
っ
て
多
大
の
尽
力
を
な
し
、
以
来
二
十
八
年
間
同
科
を
指
導
し
、
そ

の
問
、
文
展
開
設
以
来
審
査
委
員
を
つ
と
め
、
最
晩
年
に
至
っ
て
帝
国
美
術
院

（一）

一
席

熊
谷

二
席

川
村

源
（
本
科
三
年
）

茂
（
本
科
一
年
）
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『黒田清輝先生遣作展覧会目録』中扉 大正13年

のちに焼失した「朝粧」 「昔語り」をはじめ、計

7点の作品の写真が掲載されている。

悼
会
が
開
か
れ
た
。

「
バ
リ
で
開
か
れ
た
黒
田
先
生
の
追
悼
会
」
（
三
宅
克
己

明
治
四
十
年
に
、
文
部
省
に
美
術
審
査
會
|
|
＇
文

展

の

設

け
ら
れ
た
の
は
、
文
相
牧
野
子
と
黒
田
子
と
の
意
見
が
一
致
し
て
賓
現
さ
れ

た
の
だ
か
ら
、
黒
田
氏
一
人
の
功
で
は
な
く
と
も
、
少
く
と
も
典
つ
て
力
あ

っ
た
の
だ
し
、
＿帝
國
美
術
院
が
出
現
し
て
後
も
大
い
に
其
向
上
装
展
に
努
力

し
た
か
ら
、
専
門
家
の
出
に
し
て
遂
に
院
長
と
な
っ
た
。
元
来
一
部
の
技
術

家
で
院
長
た
る
こ
と
は
難
事
で
あ
る
が
、
子
に
は
統
率
の
力
が
充
分
に
あ
っ

た
か
ら
で
も
あ
り
、
院
長
と
し
て
活
動
す
る
諸
計
霊
を
蔵
し
て
居
た
黙
か
ら

適
任
で
あ
っ
た
。
黒
田
子
の
平
素
の
持
論
か
ら
推
せ
ば
、
賂
来
は
日
本
霊
、

洋
霊
の
謳
別
を
撤
し
て
綸
甕
部
と
し
、
更
に
エ
藝
を
美
術
に
加
ふ
る
に
あ
っ

た
ら
し
く
、
其
宜
現
は
遠
か
ら
ず
逹
せ
ら
れ
さ
う
で
あ
っ
た
に
、
遺
憾
の
事

〔下
略〕

黒
田
の
死
よ
り
四
ヶ
月
後
の
十

一
月
五
日
よ
り
同
月
十
五
日
ま
で
本
校
で
遺

作
展
が
開
か
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
黒
田
の
生
前
か
ら
門
人
た
ち
の
間
で
計
画

さ
れ
て
い
た
が
、
黒
田
の
死
去
に
よ
り
図
ら
ず
も
遺
作
展
と
な

っ
た
も
の
で
、

正
木
直
彦
、
久
米
桂

一
郎、

藤
島
武
二
、
和
田
英
作
、
岡
田
三
郎
助
そ
の
他
三

十
五
名
が
発
起
人
と
な
り
、
杉
浦
非
水
は
じ
め
関
係
者
が
意
欲
的
に
遺
作
を
集

め
、
代
表
作
の
「
朝
粧
」
「
昔
語
り
」
「
知

．
感

・
情
」
を
含
む
四
五

一
点
を

展
示
し
て

一
般
公
開
し
た
。
そ
の
際
、

小
冊
子
『
黒
田
清
輝
先
生
遣
作
展
覧
会

精
養
軒
で
黒
田
の
追
悼
会
が
開
か
れ
、
二
百
余
名
が
参
集
し
た
。

遣
作
展
開
会
の
二
日
前
に

。ハ
リ
で
も
黒
田
の
友
人
や
教
え
子
た
ち
に
よ
る
追

目
録
』

（
杉
浦
非
水
編
）
が
発
行
さ
れ
た
。
会
期
中
の
十

一
月
七
日
に
は
上
野

で
あ
る
。

長
に
就
任
し
た
。
そ
の
本
校
に
お
け
る
多
年
の
功
労
と
美
術
界
に
於
け
る
努
力

声
望
の
際
立
っ
て
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
本
校
は
黒
田
の
危
篤
と
同
時

に
賞
金
給
与
、
増
俸
、
勲
等
進
叙
の
上
申
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
死

去

の

当

日
、
黒
田
は
勲
二
等
に
叙
せ
ら
れ
、
旭
日
重
光
章
を
授
与
さ
れ
、
職
務
勉
励
の

賞
金
二
千
円
を
贈
与
さ
れ
た
。
賞
金
二
千
円
の
贈
与
は
黒
田
に
戸
籍
上
の
遺
族

が
無
く
、
死
亡
賜
金
下
賜
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
で
あ

る
。黒

田
の
死
は
各
紙
に
大
き
く
取
上
げ
ら
れ
、
知
友
の
追
悼
談
な
ど
が
多
く
掲

載
さ
れ
た
が
、
そ
の
な
か
で
正
木
直
彦
校
長
は
帝
国
美
術
院
長
と
し
て
の
黒
田

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

〔
上
略
〕

（
大
正
十
―
―一
年
七
月
十
九
日
『
国
民
新
聞
』
）
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私
は
美
術
學
校
に
在
學
の
時
か
ら
黒
田
先
生
に
は
特
別
に
御
厄
介
に
な
っ

て
居
ま
し
た
。
パ
リ
に
参
っ
た
後
も
、
此
方
に
も
先
生
に
能
く
似
た
フ
ラ
ン

ス
人
が
居
る
の
で
さ
う
云
ふ
人
を
見
る
と
、
先
生
に
御
目
に
懸
っ
た
様
に
思

ひ
ま
し
た
。
そ
れ
で
日
本
に
居
た
時
、
最
初
私
逹
は
皆
先
生
の
描
か
れ
る
様

な
聾
を
描
か
ね
ば
悪
い
も
の
と
心
得
、
専
心
努
力
し
て
見
ま
し
た
。
然
し
辿

も
先
生
の
様
な
氣
持
の
聾
は
出
来
な
か
っ
た
。

あ
る
時
平
河
町
の
先
生
の
御
宅
に
罷
り
出
て、

先
生
の
御
作
粛
を
親
し
く

拝
見
に
行
き
ま
し
た
。
慮
が
美
し
い
御
庭
を
見
る
と
、
恰
度
先
生
の
聾
と
同

様
な
白
百
合
の
花
な
ど
が
咲
胤
れ
て
居
る
。
そ
こ
で
私
は
其
時
深
く
考
へ
ま

し
た
。
先
生
の
様
な
綸
は
畢
党
先
生
の
様
な
境
遇
に
あ
っ
て
こ
そ
出
来
る
の

で
、
そ
の
時
私
逹
の
様
な
、
安
下
宿
の

二
階
な
ど
に
く
す
ぶ
つ
て
居
る
者
逹

に
は
及
び
も
付
か
ぬ
慮
の
も
の
で
あ
る
事
を
悟
り
ま
し
た
。
で
私
逹
は
そ
れ

が
悪
く
て
も
、
矢
張
自
分
の
感
ず
る
様
な
氣
持
の
聾
を
製
作
す
れ
ば
可
い
の

で
、
無
理
に
先
生
の
侃
似
を
し
な
く
て
も
＿艮
い
と
氣
が
付
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
先
生
に
は
何
と
も
相
済
ま
ぬ
と
思
ひ
な
が
ら
自
分
の
感
ず
る

儘
、
勝
手
な
自
分
の
盟
を
描
き
ま
し
た
。
其
御
蔭
で
二
三
回
出
品
を
試
み
ま

し
た
文
展
出
品
霊
は
、
皆
は
ね
ら
れ
ま
し
た
。
其
後
。ハ
リ
に
束
て
も
う
十
年

に
は
前
者
の
み
を
転
載
す
る
。

田
嗣
治
の
話
と
矢
崎
千
代
治
の
白
馬
会
時
代
の
話
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
J

こ

つ
て
、
賀
は
今
そ
の
黒
の
御
蔭
で
め
し
を
喰
つ
て
居
る
様
な
始
末
で
す

第 2卒

著
。
大
正
十
一去一
年
十

一
月
七
日

『読
売
新
聞
』）
に
よ
れ
ば
、
会
場
は
日
本
人
倶
楽
部

で
、
結
城
素
明
、
鈴
木
秀
雄
、
大
久
保
作
次
郎
、
藤
田
嗣
治
、
矢
崎
千
代
治
、

田
中
保
、
清
水
登
之
、
三
宅
克
己
を
は
じ
め
、
黒
田
を
知
ら
ぬ
者
ま
で
が
多
数

集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
追
懐
談
が
繰
広
げ
ら
れ
た
。
三
宅
は
そ
の
な
か
か
ら
藤

に
も
な
り
ま
す
が
、
私
の
軍皿
は
先
生
の
甕
風
と
は
盆
々
離
れ
て
来
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
先
生
は
何
時
も
云
は
れ
た
こ
と
だ
が
、
黒
い
色
は
決
し
て
使
用
し

て
は
い
け
な
い
。
黒
は
最
も
禁
物
だ
と
云
は
れ
ま
し
た
が
、
時
代
の
愛
遷
は

恐
ろ
し
い
も
の
で
、
も
う
今
日
そ
ん
な
事
を
云
つ
て
居
る
時
代
で
は
無
く
な

昭
和
五
年
に
至
り
黒
田
の
遺
言
に
基
づ
い
て
、
そ
の
遺
産
の
三
分
の

一
を
以

て
黒
田
記
念
館

・
美
術
研
究
所
が
開
設
さ
れ
た
(350
.
476
頁
参
照
）。

イ
ギ
リ
ス
、

⑦

田
辺
孝
次
の
在
外
研
究

大
正
十
三
年
九
月
二
十
七
日
、
助
教
授
田
辺
孝
次
は
文
部
省
よ
り
工
芸
史
研

究
の
た
め
満
二
年
間
フ
ラ
ン
ス
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
在
留
を
命
ぜ

ら
れ
た
。

田
辺
は
明
治
二
十
三
年
四
月
十

一
日
石
川
県
金
沢
市
に
生
ま
れ
、
同
県
立
工

業
学
校
窯
業
科
を
卒
業
後
本
校
彫
刻
科
に
入
学
、
大
正
二
年
に
卒
業
し
た
。
翌

三
年
九
月
『
美
術
週
報
』
編
集
主
任
（
同
四
年
十
月
辞
任
）
、
同
四
年
三

月
水

谷
鉄
也
と
駒
込
彫
塑
研
究
所
を
設
立
、
同
六
年
三
月
『
伊
太
利
亜
彫
刻
史
』
編

著
、
同
年
四
月
審
美
書
院
に
入
社
し
『
美
術
之
日
本
』
の
編
集
に
従
事
（
同
年

八
月
辞
任
）
、
同
七
年
十
月
精
芸
合
資
会
社
を
創
立
、
同
年
十

一
月
本
校
美
術

史
研
究
室
助
手
と
な
っ
た
。
大
正
四
年
十
二
月
以
降
は
軍
籍
に
あ
り
、
同
九
年

三
月
に
は
陸
軍
歩
兵
少
尉
と
な
っ
た
。
同
八
年
に
は
本
校
助
教
授
と
な
り
、

「
体
操
」
授
業
を
担
任
し
、
教
務
掛
と
美
術
史
研
究
室
勤
務
を
兼
ね
、
大
村
西

崖
教
授
に
師
事
し
て
同
十
年
五
月
以
降
は
「
東
洋
彫
刻
史
」
授
業
を
分
担
し
た

が
、
彼
は
工
芸
部
と
関
わ
り
が
深
く
、
同
十
年
二
月
以
降
は
図
案
科
第

一
部
、
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